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　はじめに

キテンハタ Epinephelus bleekeri (Vaillant, 1878)

は，インド・西太平洋に広く分布するハタ科魚類

である（Randall and Heemstra, 1991）．日本国内に

おいては大隅諸島種子島，奄美大島，および八重

山諸島から標本に基づき記録され，神奈川県小田

原市，愛媛県南宇和郡，宮崎県東臼杵郡，鹿児島

県南さつま市，および大隅諸島屋久島から写真あ

るいは信頼性のある目視記録が報告されている

（藤原ほか，2015）．

2018年 9月 23日に鹿児島県指宿市川尻漁港沖

の水深 60 mにある魚礁から 1個体のキテンハタ

が釣獲された．本標本はキテンハタの九州からの

標本に基づく初めての記録となるため，ここに報

告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Randall and Heemstra (1991)

にしたがった．標本の作製，登録，撮影，および

固定方法は本村（2009）に準拠した．標準体長は

体長または SLと表記し，ノギスを用いて 0.1 mm

単位で計測した．本報告で用いられた標本（KAUM 

–I. 120618，体長 413.5 mm，鹿児島県指宿市川尻

漁港沖，水深 60 m，2018年 9月 23日，釣り，平

田堅固）は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており，上記の生鮮時の写真（Fig. 1）

は同館の画像データベースに登録されている．

　結果と考察

指宿市産の標本は，背鰭が 11棘 16軟条，側線

鱗が 50枚で，側線鱗小管が分枝せず単一状，頭

長が体長の 38.9%，体側鱗が櫛鱗，背鰭棘部の鰭

膜が切れ込む，尾鰭が截形で後縁がやや丸みをお

びる，黄色あるいはオレンジ色の小斑が腹面を除

く体側，および頭部，背鰭，尾鰭上部 1/3に散在

する，および尾鰭下部 2/3が濃い灰色であること

などの特徴が Randall and Heemstra (1991)や藤原

ほか（2015）が示した Epinephelus bleekeriの標徴

とよく一致したため，本種と同定された．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．背鰭 11棘 16軟条；臀鰭 3棘 8軟条；胸鰭

17軟条；腹鰭 1棘 5軟条；鰓耙数 10 + 16．体各

部の体長に対する割合（%）：頭長 38.9%；吻長

10.1；体高 33.8；体幅 17.0；眼窩径 5.6；眼後長

23.8；両眼間隔 6.4；上顎長 16.7；尾柄高 12.1；

尾柄長 19.3；背鰭前長 36.1；臀鰭前長 68.7；腹鰭

前長 38.0；肛門前長 63.3；背鰭基底長 58.6；背鰭

第 1棘長 4.6；背鰭第 2棘長 9.9；背鰭第 3棘長

12.5；背鰭第 4棘長 12.5；背鰭第 5棘長 12.1；背

鰭第 6棘長 11.8；背鰭第 7棘長 10.7；背鰭第 8棘

長 10.3；背鰭第 9棘長 9.6；背鰭第 10棘長 9.0；

背鰭第 11棘長 8.7；最長背鰭軟条長（第 8軟条）

14.5；臀鰭基底長 16.3；第 1臀鰭棘長 4.1；第 2

臀鰭棘長 9.0；第 3臀鰭棘長 9.7；最長臀鰭軟条長

（第 5軟条）15.2；胸鰭長 20.8；腹鰭棘長 10.2；

腹鰭長 14.1．

キテンハタの九州沿岸における記録は，宮崎

薩摩半島南端から得られた標本に基づく九州初記録のキテンハタ
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県北部と薩摩半島南西部の目視記録に限られ（藤

原ほか，2015），標本に基づく報告はない

（Tomiyama, 1972；岩坪・本村，2017；Iwatsuki et 

al., 2017；小枝ほか，2018）．したがって，鹿児島

県指宿市産の標本（KAUM–I. 120618）はキテン

ハタの九州沿岸における標本に基づく初めての記

録である．
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Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus bleekeri from Ibusuki, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 120618, 413.5 mm SL).


